
2022年 4月 3日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒349番（MK姉） 

『主よ御手もて』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15:1~7節（OH兄） 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のた

とえを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十

九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そして、見つけたら、喜んでそ

の羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでくだ

さい』と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要のな

い九十九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」』 

 

礼拝讃美歌⇒84番（旧 30番）（OH兄） 

『良き羊飼いは』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 2:4~5、8~9節（MM姉） 

『しかし、憐れみ豊かな神は、わたしたちをこの上なく愛してくださり、その愛によって、罪のために死んで

いたわたしたちをキリストと共に生かし、――あなたがたの救われたのは恵みによるのです―― 

 

事実、あなたがたは、恵みにより、信仰によって救われました。このことは、自らの力によるのではなく、神

の賜物です。行いによるのではありません。それは、だれも誇ることがないためなのです。』 

 

礼拝讃美歌⇒8番（旧 2番）（MM姉） 

『御旨のままに』 

 

聖書⇒詩編 95:6~7節（KH姉） 

『わたしたちを造られた方／主の御前にひざまずこう。共にひれ伏し、伏し拝もう。 

主はわたしたちの神、わたしたちは主の民／主に養われる群れ、御手の内にある羊。今日こそ、主の声に聞き

従わなければならない。』 

 

礼拝讃美歌⇒323番（旧 101番）（KH姉） 

『御神の働き』 



 

聖書⇒詩編 103:1~5節（SK兄） 

『わたしの魂よ、主をたたえよ。わたしの内にあるものはこぞって／聖なる御名をたたえよ。 

わたしの魂よ、主をたたえよ。主の御計らいを何ひとつ忘れてはならない。 

主はお前の罪をことごとく赦し／病をすべて癒し 

命を墓から贖い出してくださる。慈しみと憐れみの冠を授け 

長らえる限り良いものに満ち足らせ／鷲のような若さを新たにしてくださる。』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒マタイによる福音書 27:27~31、35~37、39~44節 

『それから、総督の兵士たちは、イエスを総督官邸に連れて行き、部隊の全員をイエスの周りに集めた。そし

て、イエスの着ている物をはぎ取り、赤い外套を着せ、茨で冠を編んで頭に載せ、また、右手に葦の棒を持た

せて、その前にひざまずき、「ユダヤ人の王、万歳」と言って、侮辱した。また、唾を吐きかけ、葦の棒を取

り上げて頭をたたき続けた。このようにイエスを侮辱したあげく、外套を脱がせて元の服を着せ、十字架につ

けるために引いて行った。 

 

彼らはイエスを十字架につけると、くじを引いてその服を分け合い、そこに座って見張りをしていた。イエス

の頭の上には、「これはユダヤ人の王イエスである」と書いた罪状書きを掲げた。 

 

そこを通りかかった人々は、頭を振りながらイエスをののしって、言った。「神殿を打ち倒し、三日で建てる

者、神の子なら、自分を救ってみろ。そして十字架から降りて来い。」同じように、祭司長たちも律法学者た

ちや長老たちと一緒に、イエスを侮辱して言った。「他人は救ったのに、自分は救えない。イスラエルの王だ。

今すぐ十字架から降りるがいい。そうすれば、信じてやろう。神に頼っているが、神の御心ならば、今すぐ救

ってもらえ。『わたしは神の子だ』と言っていたのだから。」一緒に十字架につけられた強盗たちも、同じよう

にイエスをののしった。』 

 

礼拝讃美歌⇒112番（旧 189番） 

『血潮したたる』 

 

礼拝讃美歌⇒151番（旧 216番） 

『ああ主よわれら』 

 

 

 

 



《建徳》 

 

聖書⇒マタイによる福音書 9:9~13節（SK兄） 

『イエスはそこをたち、通りがかりに、マタイという人が収税所に座っているのを見かけて、「わたしに従い

なさい」と言われた。彼は立ち上がってイエスに従った。イエスがその家で食事をしておられたときのことで

ある。徴税人や罪人も大勢やって来て、イエスや弟子たちと同席していた。ファリサイ派の人々はこれを見て、

弟子たちに、「なぜ、あなたたちの先生は徴税人や罪人と一緒に食事をするのか」と言った。イエスはこれを

聞いて言われた。「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。『わたしが求めるのは憐れみであっ

て、いけにえではない』とはどういう意味か、行って学びなさい。わたしが来たのは、正しい人を招くためで

はなく、罪人を招くためである。」』 

 

聖書⇒ホセア書 6:6節 

『わたしが喜ぶのは／愛であっていけにえではなく／神を知ることであって／焼き尽くす献げ物ではない。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒399番（旧 131番） 

『みふみをひもとく』 

 

 

 

《建徳要旨》 
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